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ー¥奈良県100年記念「明治・大正・昭和生活資料展」特集、一含ち一畭一ぢ,'・ー,今一・{,、,

1 明治・大正・昭和生活資料展によせて一奈良県のく

」1五-1魯黒,,,,, 」ユ

命

らしと近代
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奈良県は3,692.11がの面積をもつ、全国的はじめに

明治維新(]868年)によって、日本は非常 にみても小県(40番目)である。その中に、

女速さで変貌をとげていった。江戸時代の領 行政単位として 1市28町 122村(昭和10年)の

主にかわって新しい権力機構による国家体制 の市町村が存在していた。市町村は単に行政

が作られることによって、地方社会も変貌し 単位だけではなく、以前からのくらしや農業・

ていった。中央からみると、地方社会がーつ 林業の生産の共同の結びつきをもってぃた。

の単位となるのは廃藩置県を発した明治4年 共同の結びつきの強い地域をおのずから国中・

(]871)頃からである。江戸時代の奈良県は 東山中・宇陀・奥宇陀・口吉野・奥吉野など

と呼びならわしていた。奈良県は、古くから「大ネ山と呼ぱれ、その中に、大小様々の藩

が存在した。明治4年まで、それまでの幕府 農業県であり、林業県であった。国中と呼ば

れる奈良盆地の面積は奈良県の2割ぐらいで領及び藩領がそのまま奈良県・五条県・郡山

県・高取県・小泉県・櫛羅県・芝村県・柳生 あるが、人口も村落も最も多い地域である。

又、この国中の周囲に位置するのは、東山中・県・柳本県・田原本県であった。それらの県

宇陀・口吉野地方などである。国中やその周が明治4年11月22日に奈良県という名のもと

囲の地域は、古くから進んだ農業地域であっに合併したのである。当時、戸数は95,866戸、

た。近世・近代には耕地の拡大は望みがたいの人口は 418,326 人、米の石高は 503,686 石で

で、士地の生産性を高める労力をおしみなくあった。

しかし、この奈良県は明治 9年(1876) 4 投入していた地域である。・一方、奈良県の・ー

番南に位置する奥吉野地方は奈良県全体面積月18日に堺県に合併され、さらに、明治14年

(1881) 2月7日に大阪府に合併されている。 の約五割を占めるところである。そこは山岳

地域であり、村落は険阻な山間に点在してぃ再び奈良県と呼ばれるようになるのは明治20

る。この地域は前の国中などのような農耕と年(1887) 11月4日であった。日本はこの間

政治・経済・産業・文化すべての面を、西洋 は少し異にして、若干の田畑を作りなか'ら林

業中心にそれに関連した仕事にたずさわる人から摂取しなか'ら近代を歩み始めている。地

方においても、庄屋などの旧来の組織から区 が多い。奈良県を大きくわけてみると、以上

長、戸長制(明治4年)の新しい組織への変 のように国中とその周辺の農業地域と奥吉野

化や「学制」〔明治 6年(1873)〕などに基づく教 の林業地域とに分けることができる。奈良県

の農業や林業は全国的にみても進んでぃたよ育制度がととのい始めてくるなどの変化があ

り、身近なくらしの側面にも近代化が進んで うである。そのため、常に新しい時代の影響

を受けるようになり、そこに住む人々のくら'るのである。
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しの変貌も著しいものがある。そこでは近代

の資本主義社会に基づく経済活動が活発にな

り、農業や林業の生産物の運搬の要所となり、

また売買の場となる町が、急激に発達してく

るのである。

ところで、昭和5年の奈良県の職業別人口

比率をみると、農林業にたずさわる人は50パ

ーセント、商業に従事する人は16パーセント、

工業にあたるる人は18パーセント(そのうち、

16パーセントか重呈工業、つまり手工業である)

で、この時代は合計84パーセントの人々が、

農林商工業に従事していた。

奈良盆地及びその周辺の農村

奈良盆地及びその周辺の東山中、宇陀・ロ

吉野地方は稲作中心の農業に従事する人々が

多い。米のほか、大麦・小麦・菜種・棉など

が主流であったのが、近代になり、米・小麦

の生産高はあか'り、西瓜・桑の木など副業に

関連するものがふえてきた。米の収穫量は、

近畿各県ともそうであるが、全国的にみても

奈良県が一番高い反当たり取高の時代が明治

から昭和の初期まで続いた。奈良県は大地主

が少なく、自作農家が有効な士地利用をめさ

し、あるだけの土地でできうる限りの収穫量

があがるように心血をそそいだのであった。

近代になると人々はくらしをより豊かにし

ようとする自覚が一層高くなり、そのエネル

ギーは村落内の随所に現われる。稲作の中心

農村は、村落を単位とした用水や入会林野の

共同利用などに農業の営みとくらしの多くを

負っていた。代かき・田植えの用水、土用干

しなどの水落としなどの、すべてが村落共同の

約束を欠くことができなかった。稲作に欠か

せない水路や堰は村人全部で管理する。奈良

(

県は古くから、特に用水不足に悩まされ続け

ており、江戸時代から数々の努力が重ねられ

ている。そのーつは水不Ⅲ貫行の細部にわたる

取り決めであり、もうーつは共同による溜池

作りである。水不足で悩む奈良盆地の農村で

は、畑で作れる棉・タバコ・菜種などの商品

作物の栽培が近世後期から盛んになってきた。

明治4年(1871)に田畑勝手作りが許可され

てからは、商品作物の栽培がますます盛んに

なってくるのである。水の不足する田や畑に

は商品作物を栽培し、残りの水田では反当た

り多くの収穫をあげるような集約的農業につ

とめるようになったのである。明治初期の農

作物は稲作が最も重要で、これについで棉・

菜種・麦であった。棉は明治20午(1887)頃

から衰退し、大正期には姿を消した。その頃

から、棉作りにかわる大和西瓜・まっかは

くわうり)・果樹、そして桑などが栽培され

るようになる。近代の経済活動とからみあっ

て農村も変貌してゆくのである。

奈良盆地のムラと用水

奈良盆地の周囲の山々から流れ出る水は、北

から竜田川・富雄川・佐保川・東から布留川

初瀬川・寺川、南から飛鳥川・曽我川・葛下

川が流れ、奈良盆地の西方、磯城郡川西町で

1本に合流しで大和川となり大阪府へ流れる。

大和川の上流にあたる奈良盆地の川は川底が

浅く、水源まで力秩豆かいため、日照り力珠売く

とすぐひあがり、・一旦雨が降れば下流はまた

たくまに増水するという特色がある。「日や

け一番、水つき一番」というのがこの川の特

色であった。

奈良盆地は年間の降水量が少なく、盆地周

辺から流れてくる水量も決して豊富ではない

＼
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ため、古来より水の確保に関する苦労がたえ

なかった。農業用水は6月・ 7月の田植えか

ら草取り(田のシュウリ)か旅冬わるまでと、

8月中旬から9月にかけで穂に実が入る時期

に集中して必要とをる。この時期には、なん

らかの方法で田に水をひき入れなけれぱなら

ない。その方法として、①河川の堰(イセキ・

モンビ)から、②溜池、③井戸やわき水、④

天水などがある。ムラとムラとが有効に水を

使うための約束事ケjく利慣行)が取り決めら

れてきた。このことは近代になってからもか

わり左く、古くからの小利慣行の規則にのっ

とりなか'らムラとムラとが協議して堰の改修

や護岸1事が進められたのである。河川の工

事は単にムラだけにとどまらず数ケ村に及ぶ

一地方共通の問題なのである。堰の構造・材

料・取水時期・引水口の幅などの細かい取り

決めがムラとムラとに存在した。勿論ムラの

中でも、配水にはそれぞれ独自の順序と方法

がみられる。これら細かい取り決めに近代の

合議制も加わって、幹線水路などの士木事業

が進められたのである。潅瀛用水を無'駄にし

ないという細かい配慮が共同ではらわれるの

である。

河川の用水の配分などをいくら工夫しても

奈良盆地の水田に必要な水の3割にもみたな

い水しか得ることができなかった。そのため、

あとは人為的に作る溜池がおのずと重要とを

つてくる。古くから奈良盆地は溜池が多かっ

たが、明治になってからも実に多くの溜池が

作られている。奈良盆地には大小の溜池の数

が大小あわせて5,000ケ所あるといわれてい

る。その中で、 5町以上の潅澑面積をもつ大

きな溜池は1,632ケ所ある。そのうち、江戸

時代に作られたものが多いが、明治以後にも、

138ケ所の溜池かイ乍られている。その他、小

さな溜池の多くは、明治・大正期に作られて

いる。溜池を新しく作るのは農村にとって大

士木事業であったが、農地を有効に使うため

には、この難事業も推し進めねばならなかっ

た。橿原市新賀町の新池は明治27年(1894)

に築造された池で、池の面積は8反歩余りで

総費用は 800円を要した。そして、それまで

畑であった4町7反歩を水田にすることが可

能となった。また、橿原市上品寺の寺脇池は

明治28年(1895)に作られ、先の新池と合わ

せて30町歩の水田に益したという。三宅町伴

堂の杵築神社には、明治19年(1886)に同村

の溜池が作られたときの様子を描いた絵馬か

奉納されている。これは、伴堂の総代中井平

四郎の指導で延9,500人を動員し、当時の農

民の悲願であった溜池を3年がかりで、完成

させたときのものである。

近代になると、全体的に農業技術の改良が

進んでくる。その中でも、潅瀛用具の改良普

及がおびただしい。水かえ桶・はねつるべ.

水車など江戸時代から存在しでぃた潅瀛用具

が、明治以後普及したのである。特に水を押

し上げる水車(フミグルマ)の普及は、水路

の幅を広げるという共同作業をともないなが

ら広まったのである。また、'はねつるべ々

t,有効な地下水の利用をめざして行われた。

田圃の各所に井戸が掘られ、平年はその上に

士をかぶせておいて耕作に利用してぃるが、

・一度干ばつになるとその井戸を利用するので

ある。この井戸は「かくし井戸」と呼ぱれて

いる。これらの潅概事業に力をそそいだのは、

やはり農作物の中でも最も重要なのは米であ

ると考えてぃたからである。
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奈良盆地の商品作物

前述のとおり、明治の初め頃は奈良盆地の

農産物のトップは何といっても米である。

しかし、それに続いて棉・菜種・茶などの作

物も重要な位置を占めている。これは、奈良

盆地の水不足のため潅概できない水田を畑と

して使用し、そこに商品作物を栽培したから

である。「棉を作る事、大和国に始て作り夫

より河内、山城、摂津、和泉の国々専ら円誠

して作り」〔『綿圃要務』天保 4年(1833)〕と

あるように、用水不足か'もたらした農業経営

としての棉作りであった。当時棉は衣生活

の基本原料であり、米に劣らない商品価値を

もってぃた。このことは、棉を通じて奈良盆

地のムラムラが商業ベースにのっていたこと

在意味する。棉を売買する商人や運搬する人

々が存在したのである。合わせて、田畑に施

す肥料の増加もあった。肥料もホシカやアフ

ラカスなどを農家で購入するようになるので

ある。近代になって、奈良盆地は、商業化か

ますます増大してぃった。近代、外国産の棉

が低価格で輸入され始めると、奈良盆地の

棉の作付面積が急速に減少する。それにか

わって、桑と西瓜が急増してくる。棉が大正

の初めになるとほとんど作られなくなった

のに対して、明治30年(]897)頃から桑の栽

培面積がふえる。大和西瓜も同様である。奈

良盆地の農村は、商品作物在通し、商人の活

躍する場所となってゆくのである。大阪とい

う大都市に近い奈良盆地の商人が物産の仲買

人・問屋などを営み、経済社会が早くから存

在していたことがーつの特色といえる。

奥吉野地方と林業

奥吉野地方は、江戸時代から杉や桧を育成

して大阪の市場に出すという林業が完成して

/

いた。この地方では、近代も林業でスタート

してぃる。吉野林業は、密植・多問伐・長伐

期という方法により良質の木材を産し、多く

は大阪・兵庫へ出荷した。その育成する技術

は、長い経.験により生み出された独特なもの

であった。明治になって吉野林業の技術面を

まとめた本に『吉野林業全書』がある。林業

活動は、杉桧の育成と合わせて、この杉桧の

売買も含まれている。それは、この地方に江

戸時代から経済活動が始まっていたことを意

味する。近代に左って、吉野の山林が吉野

以外に住む有力な財産家の所有になってい

くケースが多くなった。このため、経験の豊

富な地元の人達は、山を預かるという契約

(山守り制度という)を山林所有者と結んで

いる。山を守るのはこの地元の山守り達であ

つて、この人達の技術におうところが多い。

地元の人々は、山林を育て、手入れをし、伐

採してそれを運搬する仕事に従事してぃた。

吉野林業は、多くの人々により体系だった仕

事として成り立っでいた。これらの仕事は分

業化され、それぞれ早くから組合か糸餅哉され

ていた。近代の吉野林業を実質的に支えてい

たのは、山守りの下で働く山林労働者であり、

運送業をしていた筏乗り達であった。

吉野地方と運搬具

吉野地方は、木の加工品を出荷する場合が

多かった。吉野地方から出荷されたものとし

て、材木は勿論のこと、木の皮・杓子・曲1勿

タルマル・箸などの日常生活の必需品が多か

つた。これらをすべて、人の肩で運搬したの

である。人間が物を持ち運びtるのはどの地

方でも同じことであるが、吉里社也方の運搬に

は生命がかかっていた。生活物資を運び込む

のも、山の生産物を運ぶのも、かつては人の
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力に頼らなければならなかった。肩にかつぐ

オーコや背に背負うセオイカゴ.オイソ.オ

イコ(ニダイ)などがよく使用されてぃた。

人問の運搬方法の第一は人力である。手に持

つことから、腰にさげる・背に負う・肩にか

つぐことが、戦前までの通例の運搬方法であ

つた。さぞ吉野の急な斜面は苦労が多かった

ことかオ尉象できる。昭和の初めに調査した宮

本常一氏は、天川村広瀬の人達の様子を「男

は山で木を伐り、女はこれを運ぶ。朝早く、

冬など夜のあけないうちに提灯をっけて、材

木(主として楫丸)を負って行く、天辻の峠を

越えて富貴までくると、たいてい昼まえに女

る。ここで運んできた材木を売り、米を買っ

た。」〔『吉野西奧民俗採訪録(昭和17年干山』〕

又、天川村の明治12年 a881)の「村i釣

によれぱ、

天川村洞川杓 1,700荷下市村へ

中越楫丸 15'駄下市村へ

沢原栗壺杓子 1,500本下市村へ

和田楫丸 8,000丸下市・五条へ

広瀬材木板 10束五条村へ

楫丸 100丸 0

杓子 50束 ι、

滝尾村材木板 10束五条村へ

楫丸 500丸和歌山へ

杓子 ]00束下市村へ

塩野村楫丸 600丸五条村へ

杓子 200束

板 100束

となっている。山村で産する物資を町まで人

力によって運ぶのは苦労が多かったように思

われる。

また、山村で必要な日用品なども人力によ

り運搬されていた。例えぱ、川上村白屋の例

をみてみよう。

かつて、川上村白屋の村落の人達は、白屋

岳の峠から、足ノ郷越えをして東吉野村三尾

のムラを通り抜けて東吉野村鷲家口まで、米

や油(菜種油)などの日用品を買いに行った。

そのとき、男はオーコで運搬した。一方の先

に 1斗缶入りの菜種油を、もう一方には米・

麦などをシュウロナワでくくりつけたオーコ

を、肩にかついで運んだ。女はニダイを使用

した。ニダイは杉材でL字型の荷台を作り、

木綿布で腕を通す輪をつけてたもので、背中

に背負って運んだ。明治初め頃から、徐々に

日用品の買い物は鷲家口から吉野町上市へ変

わっていった。早朝4時に提灯をもって家を

出発し、五社峠を越えて上市に昼頃つき、買

い物をして夕方、白屋に戻ったという。山に0

囲まれた川上村白屋にも海の幸が運ばれてき

た。 1つは、熊野からの塩鯖や塩鰯などであ

る。行商人が竹製の籠に入れてオーコでかっ

いで東熊野街道を通って売りに来た。もう1

つは、ワカメ・コンブ類である。これらは四

国の徳島近辺の産物で、そこから売りに来て

1年中、川上村迫などの商人宿に泊まって周

辺のムラに売りに歩いた。約19~23如(5

6貫)の海草類を竹製の籠に入れ、頭に小さ

な布団をのせた上にその籠を置いて運んだ女

の姿を明治から戦前まで見ることができたと

いう。なおこの白屋では吉野町国栖の紙すき
、

に使用する白士を産する。この白土は手車(大

八車)を1~2匹の唐犬に引っぱらせて運搬

する仲介人がいた。それから、牛などの畜力

により大きな物が、あるいは大量の物が運搬

されていった。筏・舟・車(大八車・ベタ車

など)・ソリなどが使われた。現代、自動車・

電車などの交通の発達によるその急激な変化

は、私達の社会の変化を生じさせた。
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マチの発達

近代の奈良は、農村・山村共に資本主義の

経済活動の中に突入していった。農村におい

て米・大麦の主食穀物の生産と平行して、江戸

時代から換制判勿である棉・菜種の比重が徐々
に大きくなっていった。近代になり、貨幣経

済の渦の中に奈良県の農村は入っていく。ま

すますこの傾向は強くなり、スイカ・小麦・

養蚕などが重要な商品作物となった。茶や柿、

梨などの果樹、その他晒布・筆・墨・ソーメ

ン・売薬などの産業も盛んになった。生産さ

れた諸生産物が人の手を通じて第三者の手に

わたる。この中問に位置するのが商人であり

その活躍する場がマチである。また、商品や

人がそのマチに集まるため交通が発達する。

このような背景をもとにして、近世から存

在したマチが近代的に変貌してきた。その 1

つとして、金融資本が重要な存在としてマチ

の一画を占めるようになった。県下において

は、明治]2年(1釘9)大和郡山市に開業した

第六十八国立銀行が最初である。その後、ハ

木銀行・吉野銀行・御所銀行などが、地元の

有力な商人や地主層を中心としてマチの中に

確固たる地位を築いた。マチの中には様々な

商品がならべられ、それが売買される市が常

に存在して、人々は貨幣によってその物を売

買したのである。

同時にまた、物の売買に必要な計量具も重

要であった。明治8 a875)に度量衡取締条

例・度量衡種類表・度量衡検査規則等が定

められ、尺貫法が統・ーされた。この度量衡の

制度に基づいて、物の売買における量や重

さや寸法が決められた。今まで使用していた

度量衡が西洋の度量衡と結びつけられ、それ

を使うようになったところに近代のマチとし

ての意識の変化がみられる。秤による重量、

枡による容量、ものさしによる寸法は、町の

くらしには切っても切れない用具となってゆ

くのである。

マチの発達は、交通の発達を促す。明治

23年(1890)に、郡山と法隆寺との問を奈

良県最初の汽車が走った。それ以後、奈良・

王寺問、王寺・高田間、そして王寺から湊町

までの鉄道が通じるようになった。奈良と大

阪が結ばれた。その他、通信・電気などの普

及が近代のマチの発達に大きく拍車をかけた。

旧来からのマチ、北部では奈良・郡山・丹波市・

高田原本など、南部ではt豊唖・今井・桜井・

田・御所などのマチと周辺の農村との結びつ

きにより、より活発に流通するようになった。

おわりに

明治・大正・昭和にかけて、個人の意識の

変化・ムラやマチの変化・地域や国の変化が

著しかったように思う。どの時代もそうであ

ろうが、特に近代はより豊かになろうとつと

めてきた人々の姿があった。くらしの拠点と

なるムラやイエに端的にその変化の跡が見出

される。時代がうつりかわった跡に残るのは

歴史的な遺物である。その多くは生活資料で

ある民具なのである。明治・大正・昭和の生

活をながめることは、私達庶民の姿をみつめ

なおすことにもなると思、う。

明治・大正・昭和生活資料展^ムラとイ

工のくらし^において、庶民の生活のうつ

りかわりを民具により知ってもらおうと準備

の真っ最中である。その構成は、

1奈良県のムラのくらし

1.奈良盆地のムラ・水と生活・かんがい用具・

2.吉野山地のムラ・交通と運搬用具・

3.マチのくらし・交易用具・

Ⅱイエのくらし・イェのくらしとあかりの変遷・

1.灯火具のいろいろ

2.あかりの変遷

Ⅲムラとイエのくら UI)・子供の世界・

1.子供のくらし・その成長

2.子供から大人へ・一人前・

Ⅳムラとイエのくら U2)
ームラとイエのいとなみと先祖をまつる風習・

1.ムラとイエの祖先まつり

2.先祖をまつる風習

3.娯楽具

である。
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t-・奈良県100年記念「H灰台・大正・昭和生活資料展」特集

イエのくらし・燈火

明治・大正・昭和の約100年間における庶民

の日常生活(衣食住)の変化には著しいものが

ありますが、その中でも"明かり"に関する部

分{す特に顕著であったといえましょう 0

そこで、この記念展ではこれについて 1コ

ーナーを設け、この約100年間の室内照明の用

具の変遷を通して現代生活の意義を考えてい

0大きな変化

うまでもなく現代の照明は電力によるも言

のがほとんどであります。一方、非常用とし

て口ーソクや石油ランプ、又、神仏へのお燈

明には燈芯と菜種油、時折の神事仏事には古
_、、まー)

代の火鍛用具や松明なども使われ、現代とい

えども原始古代からの照明法の名残りも見ら

れるのです。

しかし女か'ら現代のくらしでは、電燈以前

の明かりの時代甲月治~大正初め)、つまり油

や松の赤身を燃やした時代の明かりを維持す

る様々な工夫について知っている必要がなく

なってぃるのです。火種を作る方法、これを

保つ方法、明るさを保つ方法、燃料の節約や

火災を起こさないための気遣いなどの照明に

まつわる生活の知恵は日常生活において忘れ

去られております。

今日の照明用具では電球などの明るさが決

つてぃて、これを購入してスイッチの入切に

よって管理をするわけですが、昔のようにき

め細かな配慮か1語機になされない場合が多い

ようです。

0菜種油の時代

明治のはじめ頃は、都市でも江戸時代とあ

まり変わらないくらしぶりでした。

家々で使う・一般的な照明は、菜種油を燈油

とする行艦などが使われてぃましたが、この時
代は今日のように生活が平均化した社会では

なく、地域によって大きな隔りがありました。

民衆にとって燈油の様に毎日のくらしに欠か

せないものは、その地域で手に入り易く安価

な材料であることが第一なので、菜種油の他

にもホ帛実油1卦由なども使われました。また、

たしました

海辺の士地では魚油、山間部ではイヌガヤの実

の油(ヘべ油)や夜なべ仕事の明かりとして松

のジン(油分の多い赤身の木片)を火皿の上で

燃やすなどの照明も普通に行われてぃました。

奈良盆地では、江戸時代、水の入りにくい

田畑での棉作が盛んで、収穫した棉から種子

を分籬する綿繰り作業などが農家の夜なべ仕

事として盛んであり、所々に絞油屋の存在も

窺え、肥料としてマコ絲帛実油の搾り粕)の名

も見える(『大和高田市史』)ことからして綿

実油として広く使われたようです。

日常生活においては、まだ江戸時代の雰囲

気が濃厚な明治の始め頃、都市部でも家々の

明かりは行燈で菜種油を燃やすのが主流であ

りました。

電燈が家に引かれてからでも寝る時は有明

行燈の火を使い、小用などの明かりとした家

も多かったようです。

行燈に使われた油は、菜種油が主でしたが、

これは石油などに比べて、はるかに粘りが強

く、また気発性もなかったので扱い易い油で

はあったようです。これを二重にした皿に入

れ、燈芯絲田手の藺草の髄)の繊維による毛細

管現象でわずかの油を吸い上げるのですが、

皿の縁から少しはみだすように油皿に横たえ

た燈芯を登る少量の油が皿の裏へつたうこと

があるので、これを受けるために皿を二重に

してありました。

この燈芯 1本で約4 ルックス(20ワットの

蛍光燈の約150分の 1)だそうです。夜空の星

も見えにくぃほど光あふれる今日では想像も

つきませんが、やみ夜での 1本の燈芯の明る

さは思いの外朋るく感じるものです。

燈芯を2本~ 3本で使うと光はさらに明る

くなりますが、その分油の消費が進みます。

行燈が家々の明かりとしてつかわれていた時

代には倹約のため、繕い物や読書などでは2

本~3本、小とほ北として夜中じゅう残して

おく明かりでは 1本にしたj昜合が多いとか。

3本も常時使うのは不夜城の遊郭ぐらいなも

のだといういぃ方で油の無'駄使いをたしなめ
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られたのだそうです。

油や燈芯の管理をする主婦の気遣いか'しの

ばれます。

0石油ランプの時代
」ノ、",.

明治になって多く輸入された洋燈は、行燈

などに比べて大変明るいので次第に普及し、

明治.大正・昭和を通じて盛んに使われました。

今日でも、山小屋や非常用のあかりとして

使われており、こうした特別な用途ではまだ

まだ生き残っていく照明具のようです。

石油は、菜種油などの植物油に比べてはる

かに引人点が高い燃料なので、これを使う洋

燈が普及しはじめた頃、引火点の低い菜種油

に燈芯を直接横たえて火を点していた人々に

は不慣れによる事故も多かったようです。

ご承知のとおり石油というのは、天然に液

体で産する炭化水素の混合物であり、今日で

はこれを原料として蒸留し、ガソリンψ金1由・

軽油・重油などの引火点の異る燃料を分留し

ていろいろな用途に使い分けています。しかし、

当時は原油の精製技術なども未発達で、燈油

よりも引火点の低い成分を含む粗悪油もあっ

たようで、ランプの芯を交換するとき口金の幅

に合わない細い芯を使用した時などに逆火と

いう現象が起って溜り壺の石油に引火して爆

発し火災となる事故も多かったようです。

また、釣り垂げ型のランプも普及しました

が、それまでは一般の住居の中で明かりを天

井から釣るということがあまりなく、室内を

歩くとき頭などでこれをひっかけ、油をこぼ

しで引火、火傷・火災につながるという事故

もたびたびあったようです。これも石油が引

火性の強い油であるというi忍識の不足によっ

たものと思、われます。

ランプの使われてぃた時代、ガラスのホヤ

みがきは、小学校か印帰った子供の仕事だっ

たといいます。子供の小さな手がホヤの内側

につくススを拭き取るのに都合が良かったか

らです。

燃料を燃やして得る照明や暖房には、スス

の発生という共通の問題がありました。当時

は、どの家でも台所のカマドでは薪やワラで

煮炊きをしたのでススや煙に対し今日ほど敏

感では無かったのかも知れませんが、当時、

まだ山村の夜業に使われた松灯台という松の

油身を燃やす明かりなどは、大変なススで衣

類女ど白い物が全て黒ずんだものだそうです。

こうした中で、石油ランプは一段と明るく、

またガラスのホヤに毎日少しみがけばとれる

程度ススがっくだけですから、その点では大

変有用なもので急速に普及していきました。

大正4年頃から奈良県では農山村にも電燈

が引き始められましたが、まだまだランプか

主1克でした。

0電燈の時代

勿論ある一時期を画して全て電灯に変わっ

たわけではありません。

県内で最も早く配電会社が営業をはじめた

のは明治27年のことで、奈良電灯会社が旧奈良

市内で170戸に対し電力供給を開始しました。

電燈が従来の照明法と全く異るのは、各戸

で油や木などの燃料を燃やさず、電力という

革命的なエネルギーを熱と光に変えるという

点です。

また、離れた所から家々に電力を送り出す

配電会社の出現は、従来人々が自ら行った照

明用燃料の確保や火起こしなどの雑作の必要

をなくしたと共に、中央機構によって集中管

理を行う、合理化された近代的需給システム

が市民生活の場へ現われた最初であり、その

代表選手であったといえましょう。

同じ様な需給システムにより奈良ガス会社

が明治44年に開業、市内価0戸にガスの供給左

始め、ガス燈が先行した電気燈と競合。

当初ガス燈は、白熱マントル(バーナーにか

ぷせる訶卸吠の石綿袋)の使用により明るさに

おいて(20~60燭光)まさっていたが、最初力

ーボン電球使用の電気燈もタングステン電球

の発明で安定性が増し、ガス燈を圧倒しまし

た。これも様々な維持管理の戟易さが受け入

れられたためでした。

以後、電気は照明、ガスは熱源としての普

及に専心して行ったのでした。

Cおわりに

5月21日オープンの「明治・大正・昭和生活

資料展」では、当館所蔵のキ隶々な照明用具と

共に、行雁・石油ランブ・電燈などに代表され

る・一昔前の照明用具の明るさを体'験的に比較

できるコーナーも準備中です。

( 8 )
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1 子供の世界一子供のくらし・その成長一
イエ・ムラのくらしには、その成員として

これを支えてきた人々がいます。

今回の展示では「子供」をその視座の中心

に据え、これを見てゆこうと思、います。

イエ・ムラは、子供の日々の暮らしやその

成長といかに対していたのか、また子供はイ

エ・ムラとどう関わっていったのかを考えよ

うとするものです。

以下、展示に沿ってその概要を紹介します。

* * *

ここで「子供」として捉えてぃるのは、こ

の世に生を受けてより、世間から「一人前」

として承認されるまでの期間です。

それはいまだ一個の人問としても、社会的

存在としても不安定な時代です。しかし階段

を追って、・一人前の人問となるために必要な、

さまざまなものを獲得してゆく時期でもあり

ます。

さて、子供の成長段階を示す指標となるも

のに通過儀礼があります。

生後三日目のミツメ祝いに始まり、六日剃

りやお七夜、名付け、宮詣り、百日目の食い

初め、初節供、初誕生、七・五・三、十三詣り、

成人式へと至る迄は、それ以降に比しても圧

倒的に多くの儀礼が行なわれ、特に早い時期

ほど頻繁です。

これらの個々の持つ意味等についてはここ

では省きますが、単にその時期まで無事成長

した、という祝賀の意昧だけでなく、きわめ

て不安定な存在である幼児の魂を、繰り返し

儀礼を行なうことによってこの世に安定させ

ることに意味があり、その際重要なことは、

子供を取り巻く共同体社会が、その都度公的

にその子の地位を確認し、承認することにあ

ります。乃ち儀礼の度に、それらの人々との

共食や贈答を行ない、そのことによって子供

と共同体との連帯を深めようとする姿勢が窺

えるのです。

また、子供の成長が肉親或いは家族の範囲

を超えた多くの人の手に支えられることによ

つてなされる、との心意を象徴するようなも

のに、「親子成り」があります。

三日祝いの折の乳合せ親、名付けのときの

名付親、捨て子習俗に見られる拾い親などが

それで、これを伴う儀礼は、子供が丈夫に育

つように、との呪郁珀勺側面を持っています。

しかし・一方、日常においての実際の育児は

やはり、子供がごく幼い問は家庭の問題であ

つたようです。また特に制度化された相互扶

助的な組織等も県内の事例については、あま

りこれを聞きません。

ダンナシュの家では子守り奉公左雇います

が、ふつうの家庭ではそれは母親の責任で、

ただ彼女は家の主要な労働力でもあるのです

から、野良仕事等に出ている問は家の年寄り

や子供達にゆだねられます。

こうした子守りの肩がわりをしてくれる者

がなかったときは、子守りフゴやオイブトン

女どの育児用具をたのむしかないこともあっ

たかと思われます。

次に、子供自身のくらしにちょっと目を向

けてみたいと思、います。

ここでは、子供の生活を語る上で欠くこと

のできない「遊び」について取り上げます。

それは家の中での遊びと外遊び・があり、外

遊びには軒遊び・辻遊び・野遊び・山遊び等

があります。そしてこれは、子供の成長に伴う

活動範囲の拡大を示すものでもあります。

それは場の拡がりであり、また人的交流の

拡か1)です。

子供はその世界で、社会生活をはじめるの

です。
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遊びの要素で見逃がせないのが「マネビ」

ということです。

子供が大人の生活をその目で見、その真似

をするということで自ら体,験することによっ

て、衣・食・住や生産生業に関わる生活技術、

さらにはその精神生活や人生観まで学びとっ

てぃく自然発生的な教育法でもありました。

子供は大人の使う道具類やそれを小ぶりに

作ったもの(例えば籠や桶や掃除道具、農具

や山の子供なら山道具)を与えられて得意に

なって大人の真似左して遊んだことでしょう。
一ι ち"

今は子供のくらしの中に温れるほどの玩具

も、昔は買い与えられる機会は存外少なく、

そのかわりに自然の中の竹や木や草花、石こ

ろ、くず'糸やくず紐などを、時には折ったり

切ったり削ったり、結んだり編んだり、そん

なふうな遊びは豊かでした。

かつての生産生活が自然と多く結びつぃて

成り立っていたことを考えると、これも大人、

への劼絲束の第一歩といえるかも知れません。

一般に、子供がムラの中での社会的存在と

して認、められるのは7歳頃からだとい力れて

います。

その例のーつとして、よく出されるのか下子

供組」への加入です。

子供組は任意的に組まれた単なる子供仲問

とは異なった存在で、成員資格や単純なか'ら

も役割分担に一定の決まり左持つ、ムラの秩

序の中に組みこまれた組織・制度と見ること

ができます。

ムラにとってはその安寧在はかる目的・機

能を持つ祭りを担当する1窒割を担っており、

また、子供達にとっては互いの連帯感を育て、

年長の者から指導を受けつつムラの成員とし

て、その秩序を学ぶ最初の教育の場です。

奈良県でも野神祭り、浬梁行事、亥の子祭り
などに子供組の存在を認めることかできます。

ただ県内の場合、脱退の年齢は15乃至は17

歳でほぽ一定していますが、加人年齢はそれ

ほど明確ではありません。

また、子供組の脱退が「一人前」と認めら

れる年齢とほぽ一致するため、これが成人式

としての意味を持つ例もあります。

奈良市矢田原町の子供浬樂では、数え年17

才でこれを終えると一人前で、山仕事に連れ

f

ていってもらえ、村の寄合いにも出席するこ

とができるようになったといいます。

・一人前とはイエ・ムラの・一員としての自己

を完成させることであり、一定以上の労働量

をこなし、ムラの共同作業やその運営に関す

る寄合い・祭祀等に参加し、大人としての身

なりを整え、結婚をするといった資格を持ち

責任を果たす義務を負うことになります。

一人前には・一定の基準があり、それは主に

年齢或いは労働力によるもので、年齢的には

先にも述べたように15~17歳、儀礼をもって

公の承認を受けます。労働力では農作業の量

や物を担ぐ力、それに女性ならぱ¥餅哉の技量

などが問われました。
LJ

子供組の行事のーつである田原本町鍵の「蛇

巻き」では、行事の中心t なる14~17歳の男子

が稲藁約350把(かつては 1反藁、約1,00吋巴)

を突き固めて作った 180駒にも及ぷ巨大な作

りものの蛇の頭を持って村中を練り歩きます

が、力が一人前の大人の象徴であった時代の

こと左考えると、仲々興味深く思、われます。

また、鍵の男の子は数え年17歳でこの行事

を退くと、翌日から大人になったというのだ

そうです。

女'サ

.

、

子供達のくらしが、 うしてイエ・ムラとこ

密接に関わってぃる以上、両者の変化あるい

は両者の関係の変化によって、自らもまた変

わっていくことは自明のこととも思われます。

本展示ではこの他、明治以降、子供の生活

に影響をもたらした要因のーつとしての学校

につぃて、また子供達の世界における時代の

反映を示す資料のーつとして近代玩具につい

ても、、3、れでみようと考えています。
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ムラとイエの祖先まつり. 奥野義雄
、

^^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^'^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^.^^^^^^^^^^^^^

住宅建設などがムラやイエにどのようなムラ(村落共同体)とイエ(家庭)との結

影響を及したかということ、また戦争とびつきの中で、展示の 1コーナーとして祖先

いう社会状況下でのムラやイエに対するを祀る風習を紹介していきますが、明治以来、

影響にともなった祖先を祀る風習の在り今日まで脈々と続いている風習もあれば、.そ

方を示す証が欠如していることなど〕うでないものもあります。

祖先を祀る風習といっても周知されてぃる これらの問題を含んでいます洋且先を祀る

ものとしては、お盆(孟蘭盆)とお彼岸(春 風習、(祖先祭祀)のコーナーでは、ムラと

イエとの結びつきで「何が・一番大きな変化で秋彼岸)があります。盆と彼岸のほかに、十

夜があります。また、人が亡って葬った後の あったのか」ということと、祖先を祀る風習

でムラの人々にとって、「何が一番大きな行祭事(逮夜、忌日、年忌など)を含みますと

沸且先を祀る風習゛といって大雑把に捉える 事(風習)であったのか」ということに焦点

を絞って、<明治・大正・昭和>の時代の流ことはできないようです。

さらに、ムラとイエとの結びつきで考えて れをべースに紹介することにしました。

したがって、このコーナーでは、①盆行事その風習を調べてみますと、

①古い形を今に伝えているムラとイエが を軸に旧来からの祖先を祀る風習と今様の風

あること。 習を対比させ、②この行事にかつて関与し続

②また、逆に古い形を若干でも遺しなが けて今日ではほとんど消滅してしまったムラ

ら、新しい形を整えていきつつあるムラ の人々の任意団体としての念仏講のかかわり

とイエがあること(すでに新しい形で進 方や、消滅後のムラとイエの結びつきのの緩

んでいる状況も含めて)。 和(あるいは遊寓飼、さらにイエと寺院(村寺・

③祖先を祀る風習からみてもムラとイエ 僧イ勘との強い結びつきなどを資・史料やパ

との結びつきが強いところと、そうでな ネルで紹介し、祖先を祀る風習の今昔を理解

いところがあるということ。 して貰えればと思っています。

④明治から大正へ、大正から昭和へと移 そして、宗教的色彩の濃い言い方になりま

り変っていく社会状勢下で、ムラとイエ すが、祀る風習が今様になりつつあるとはい

の結びつきにも変化が生じ、この変化に つても<祖先祀り>は、宗派を超えて生きつ

ともなって祖先を祀る風習自体も若干の づけていることも知り得ます。

変化をもたらしているのでしょうが、こ *

の変化を示す資・史料がとぽしいこと〔た ここでは、展示にそく

とえば、大正デモクラシーにともなって とりわけ盆行事でのムラ

ムラからマチへの人(労働力)の流出や とりだして紹介すること
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まず、奈良市佐紀町の盆行事から祖先を祀

る風習をみることにしょう。

佐紀町の盆行事は八月十三日から十五日ま

での三目問営まれます。十三日は夕刻までに

仏壇の掃除と供物やガキサンのタナなどの準

備をします。タ刻には、各イエごとに線香を

持って、池や辻(イエによって異なります)

などへ行き、祖先の精霊(オショライサン、

アラソンジュという地域もあります)を迎え

ます。線香の煙に乗って帰ってくるといわれ

ていますが、池や辻などで線香に火をつけ、

「南無阿弥陀仏」と唱えてから線香を持ぢ届

えって、仏壇の線香立に立てます。この後、

供物が供えられます(オチャトウ、蓮の葉に

入ったナスビ・キュウリ・ササゲ・トマト・

ウリなどの各種の野菜や果物)。供えられた後

イエのものがイ"亶の前に坐って、灯明(ロウ

ソク)をあげて念仏を唱え、祖先の精霊が戻

つてきたことに対する喜びを表わします。

翌十四日はオチャトゥとともに朝、昼、夜

の献立=供物信絲部制が供えられます。か

つては、オチャトゥはさめると新しいオチャ

トウを供えましたが、今日ではほとんどこの

習慣はなくなってきています。この日にムラ

の寺から僧侶けテラサン)かきて、読経(回

向)します。

十五日には、朝と昼に供物信絲部各)を供

え、タ刻に池、辻などへ祖先の精霊を線香に

火をつけて送っていきます。

以上が佐紀町の一般の盆行事ですが、初盆

(新盆)のイエでは、新しい精霊のために盛

大に祀ります。

初盆のイエでは、八月七日から新しい精霊

を祀ります。八月十三日早朝に精霊が入るヤ

カタ(アラタナという地域もあります)や、

供物の凖備をします。ここでは初盆に牡丹燈

籠(吊り燈ぞ創もーつぁるいは二つイエで準

備しますが、かつては親類や兄弟がこの燈籠

を供え、ヤカタの前に 7つ~ 8つ程飾られた

こともあったといわれています。

仏壇の横にヤカタを設けますが、ヤカタは

三段乃至五段の最上段に置かれます。これを

祭壇(サイダン)と呼んでいます。

かつて、この佐紀町では、各イエともヤカ

タは軒縁に祀られていましたが、次第に家の

C

中(座勇幻でヤカタを祀るようになってきま

した(他の地域では、ヤカタは軒縁か、軒先

に設ける風習が遺っています)。

初盆のイエでも新仏に供える供物は一般の

精霊と同じもので、十三日から十五日までの各

イエの献立=供物が供えられます信弊冊各)。

とくに、初盆のイエへは親類縁者が詣りに

きますし、オテラサンも回向(念仏i卸昌)に

きます。また、かつては親類縁者だけでなく

ムラの人たちも詣りましたが、今日ではごく

身近な人たちが詣るように変ってきたようです。

一方、盆の時期にはガキサン(無縁、餓堺

の霊)も祀ります。ガキサン用のタナを簡易

に設けて、祖先や新仏の精霊に供えるものと

同じものを供えます。供物といっしょにオチ

ヤトウも供えますけ也域によってはオチャト

ウだけを供え、あるいは軒先にさめたオチャ

トゥを流し捨てるところもあります。また、

同じようにガキサン専用の吊り筏を軒先に設

けて祀る地域もあり、ガキサンを祀る風習は

ムラムラによって若干異なることがわかりま

す。)

* *

祖先を祀る風習、とりわけ孟蘭盆(お盆)

の習俗をみてきましたが、時代・社会風潮に

よって大きく変化してきたものは少ないであ

ろうと考えています。

ただ、このゆるやかな時の流れの中で変化

をもたらしてきた習俗があることに気づきま

す。この変化には、習俗そのものが簡略化さ

れてきたこと、習俗自体が消滅して伝承のみ

が現存してぃること、そして古い習俗が簡略

化してこれに新しい習俗が付加されたことな

どが含まれます。これらをーつ・ーつ例示する

ことをここではひかえますが、その1~2の

t、、、 J、y"
逕;ゞ1

气ト

il

/

ι',

ι

( 12 )

▲伽所市東佐味六斎念仏の鉦

ノ

、

亀一

"生1τ1.Ξ"OT, 1,1

¥、

戸
"
＼
一
一

、
ー

,
、

ー
＼



事例を提示し、その変遷を少し辿っでみるこ

とにしたいと思います。

ここで例示しようとする盆行事の風習のー

つに吊り燈籠(牡丹燈籠)を新仏のある初盆

佳斤盆)の家に供える風習があります。

この風習については、すでに触れましたが

初盆の家にかかわる人たち(子供、兄弟、姉妹、

伯父、伯母など)が新仏のために吊り燈籠を

供え、新仏=死者の精霊を供養するわけです。

この吊り燈籠を供える風習は、今日ではほ

とんどのムラやマチで行なわれなくなりまし

たが、一部のムラやマチではこの風習を遺し

ています。

では、この習俗はいつ頃から行なわれ、誰

(祖先の精霊か、新仏の精霊か)のために供え

たのか斉次に窺ってみることにしましょう。

まず、文献史料を経いて目につぃた記述は

次のものでした。すなわち、『看聞御記』の

永享三(1431)年七月十四日の条

孟蘭盆如例。燈煉文三位。重賢。經秀。承

泉。梵祐。清賢等作進。(下N割

とあるのがそれで、この「燈籠」を発端に七

月十三日から十五日にかけての孟蘭盆の行事

にかかわる記載を追っていくと、孟蘭盆と燈

籠との結びつきの深いことが窺えます。この

結びつきを示す史料左次に 1・ 2紹介するこ

とにしましょう。

さきの『看聞御記』の永享五(1433)年七

月十四日の条にみえる「孟蘭盆如例、燈燈共

前宰相。隆富朝臣。重賢。經秀進之」という

記述や、『親長卿記』の文明八(147フ)年七月

十四日の条にある「詣市原野墓所、(中略)、今

日御燈燈進上宮御方、二宮御宮御方同進之」

という記載から孟蘭盆に「燈娠」=燈籠が進

供されていたことが窺えます。

このような孟蘭盆での習俗は、事例として

示しました史料(公家の日記)以外にも数多

くみられます。たとえぱ、『『満済准后日記』や

『大乗院寺社雑事記』などを挙げることができ

ます。

ここで挙げました史料(日記)に記載され

ています燈籠と孟蘭盆との繋りは、史料が示

すかぎり、室町時代後半頃になりますが、こ

の時期以前の文献史料を検討していくことに

よって時期が遡ることも老えられます。しか

●島一

しここでは早断しがたく、この点にっいては
^ゴ

ただ、燈籠と孟蘭盆との結びっきはどうも

普通の盆行事いいかえますと初盆佳斤盆)で
はなく、毎年同じょうに一般の祖先の精霊に

供え進められるようであり、今日みられる初

盆に新仏の精霊に進供されるものではたいよ

うです(この点にっいても、ここでは確定し

得ませんが、中・近世の史料を綣いて後日考

えていきたい)。

このように孟蘭盆の行事・習俗には、今日

明確にしがたいものか数多くあることを民俗

調査によって窺うことができましたが、
^^

、^、^

で例示した「燈喜釦以外にも、次のような習

俗についても検討を必要とすることがわかり

ました。

次に「祖先を祀る風習」、とくに盆行事の

民俗調査で得たいくつかの課題を挙げること

にしましょう。

①燈籠帰り燈ぎ勘と同様に、各地では

現存する高燈籠の習俗が、いっ頃、どの

ような意図で形成されてきたのか、とい

うこと(奈良県内では室生村で高燈籠の

伝承が遺っている)。

②アラタナ、マカタと呼ぱれてぃる新仏

を安置する仮設檀が、いつ頃、どのよう

な意図で、仏檀とは遊離させて設けられ

るようにな と、、

③盆行事にかかわる習俗のーつにカキダ

ナ、ムエンダナと呼ばれる精霊を祀る習

俗が、いつ頃、いかなる意図で祀られる

"J

以上の盆行事の習俗にかかわる三っの課題

をここで挙げて結びとします。

(1987.2.26.)
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1昭和61年度博物館事業報告井ノ上馨 1
].".^^ー__.^卓冨二^

大和民俗公園の梅の花も開き'春、かそこ

まできたことを肌で感じさせてくれる今日こ

の頃である。

さて、この 1年間(但し61年3月~62年2

月)の民俗資料の収集は 162点で、館蔵資料

総点数は約15,422点となった。これらは、す

べて寄贈によるもので、ご協力下さった方々

にこの紙面を借りて御礼申し上げます。

昭和61年度の事業報告として特筆すべきこ

とは

①ビデオ学習室の開設

奈良県庶民の伝承文化に関する資料情報セ

ンターを目指す当館では、有形及び無形の資

料を収集し、展示や講座などによってその普

及に努めているが、村々の祭りや芸能、職人

衆の伝承技術など無形の民俗文化財は、常時、

みたり、手で触れることができない物だけに、

ありのままを伝える有効な展示方法がなかっ

た。しかし、昨今、ビデオディスク及びビデ

オカセットなどの映像メディアの普及により

多数の映像資料を分類収録して、容易に必要

部分を検索利用できる技術的環境が整って、

無形の民俗文化財に関する知識情報をより具

体的に伝えることが可能になってきた。当館

では、この技術を駆使し、無形の民俗文化財

に関する理解を深めていただくための窓口と

なるビデオ学習室を去る 1月20目に開設した。

なお、ビデオ学習室の改修工事並びに機器設

備工事については、唄お日本宝くじ協会の助

成を得て実施した。

②旧松井家住宅の移築復原

大和民俗公園には、18世紀から19世紀の建

築年代の文化財指定民家を移築復元し、公開

しているが、この旧松井家住宅の移築復元に

より7 戸1畊東が完成したことになる。

この住宅は、宇陀郡室生村上笠間の松井二

郎氏より56年10月に寄贈していただいたもの

である。住宅の建築年代は、解体時発見され

た祈祷札により文政13年(1830)と判明し、入

母屋造、芽葺、屋根葺きおろしで、素朴な外

観を呈している。

C

ーー般公開は、 6月1日に予定してぃるが、

同氏のご篤志に重ねて御礼申し上げます。

③奈良県100年記念事業「明治、大正、昭和

生活資料展」工事

本年Ⅱ月には、堺県を経て大阪府に編入さ

れていた奈良地方が再び奈良県としてスター

トして、満 100年を迎える記念すべきときで

ある。これに因んで、当館では、明治、大正、

昭和の生活資料を通して庶民のくらしの変遷

の一端を辿り、変化の著しい側面、必ずしも

そうでない部分など、この機会に考えていた

だく糸口となるよう「ムラとイエのくらし」

に視点を設け、展示することにしている。な

お、この展示は、来る 5月21日から63年6月

30日まで開催することとしている。

④大和民俗公園の整備

公園は、自然林を残し整備をはかるのを基

本に進めているが、すでに計画区域20hαのう

ち15加を開園し、民家と博物館のあるユニー

クな都市公園として利用者に親まれている。

色どりを添えるため、 61年度から「しょう

ぶ園」の工事に着手した。しょうぶの植栽は、

62年度となるが、これで一応公園全域の体裁

を整えたといえよう 0

以上、昭和61年度事業の主なものを拾い上

げたが、詳細は、次のとおりである。

司博物館事業ト

゛展示

昭和61年4月9日から昭和62年2月28日まで

テーマ展「大手Πのくらし一衣食住の用具一」

します

・1・速報展

昭和61年4月9日から 9月28日まで

民俗文化財速報展「現代の小絵馬」

昭和61年9月30日から昭和能年2月28日まで

民俗文化財速報展「むかしの教科書」

゛移動展

昭和62年2月10日から 2月25日まで

テーマ展「あかり(照明具)」

(南都銀行本店)
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.ト民俗カルチャー講座(民俗・民家コース)

(民俗コース・民家コース合同の 4 回連続講座、定員60名)

第一回昭和62年2月7 印士)

午後2時から4時頃まで

「盆地の住まいとくらし

ーハレの日を中心にー」

講師日本民俗学会評議員
LJ-1 i-」ー.

序田定雄氏

第二回昭和62年2月15日旧)

午後2時から4時頃まで

「盆地の住まいとくらし

ーケ・普段の日を中心にー"

講師日本民俗学会評議員
ι」q ゛J-

岸田定雄氏

第三回昭和62年2月22日旧)

午後2時から4時頃まで

「奈良盆地北部の民家」

講師奈良国立文化財研究所講建造粉研究室長
宮本長二郎氏

第四回昭和62年2月28日(士)

午後2時から4時頃まで

臨地講座中家住宅(安堵町)

講師奈良国立文化鄭苧所
宮本長二郎氏

゛体、験学習講座

昭和61年8月2日から 8月3日まで

「来見と子の初歩のはたおり教室」

昭和61年12月20日
「 シメナワつくり」

゛印刷物

博物館だより V01 ⅦNQ3~4 ⅧNQI~2

(但い~ 2、 3 ~4合併号)

寄贈民俗資料分類目録

民俗資料分類細目

司日記抄・博物館実習ト

a %竜谷大学博物館実習(兒学)

%~%追手門学院大学博物館実習

%~%橘女子大学博物館実習

司管理・運営ト

貫'長局と巨手"ブそ美委J系 奥野義雄

(謹蒜り次長井ノ上馨

大宮守人発務係長市川元一主任学芸員

浦西勉金春智子 0_上

中西務 0 徳田陽子上

横山浩子事務賊員家成貴子主事

1

建造物得
長谷川晋平施調柱査愼村光司主

.:.人事異動

純云入>昭和61年4月1日付
施設係

愼村光司館長高原邦夫 二k
主 上1

<退職>昭和61年3月31日付

館長山本實

伸云出>昭和61年4月1日付
施設係 嶋田神夫主

゛民俗専門部会術岼都各)

池田源太(奈良教育大学名誉キ対弼、平山敏治

郎(元成城大学キ対劉、岸田定雄田本民俗学

会評議員)、林宏(八代学院大学教授)

゛民家専門部会倚鯆尓略)

杉山信三(京都市埋蔵文化財研究所々長)、岡

田英男(奈良国立文化財研究所平城宮跡発掘

詔査部長)、青山賢信(大阪工業大学孝対劉

(次長)
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寄贈民俗資料目録

昭和61年3月より昭和62年2月に至る間、 25名の方々から162点に及ぶ民俗資料を、県民の方々

のご協力によりご寄贈をいただきました。ご芳名を記して、厚くぉ礼申し上げます。(苛鯆尓略)

寄贈者氏名採集地数量民俗資料名分類番号調査番号

■衣・食・住

④服飾

大塔村引土A-A 3257 ンノ、

大和郡山市矢田町リ3255

3256 ウ0

大塔村引土3258 ゾ ウ リ

3259 ウ00

大和郡山市代官町2-21ガ3231 ン

針A-C 3221 ^ケ

奈良市西登美ケ丘7-10-2リ3254 シン シ ノヌ

⑧食 事

大和郡山市代官町2-21 増田B-C 3220

西口天理市石上町3248

大和郡山市代官町2-21 増田イ3222

木村橿原市曲川町234ズヤ タ321]

大和郡山市代官町2-21 増田3229 力 テン

3230 ウウ0

3223 オ ヒB-1 ツ ^ウ

居⑥住

大和郡山市代官町2-213216 力C-B

3219 建 ウ^

3237 踏 0ウ

3238 延 /1゛ ^

石原奈良市坊屋敷町3273 箱

大和郡山市代官町2-21 増田力C-C 3217 『、

3225 ウウ

3236 0ι'

3232C-D 0ウ^

河村川西町梅戸屏3264

増田大和郡山市代官町2-213226

3227 0ウι、

3228 000

川西町梅戸り(渋張り用)ウワベ3266

大宇陀町迫間41長3199

3200 ン /1゛ウ

大和郡山市代官町2-213213 ウ

3214 イ、 0 0

」

C

増田愛子

増田愛子

河村皓之

植田喜美代

(卿畔明N) 1(h膿',熊1'

中前静枝

松本 喜

ウ

中前静枝

、

昌一

愛子

増田愛子

東田俊雄

愛子

保

皓之

愛子
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鉄
セ

ミ

持
ス

ド
具
石
石
段
メ
リ
枠
立
風
ツ

ヤ
ヨ

ー
ー
]
ー
ー
ー
ー
ー

]
ー
ー
ー
ー

イ
井
花
仏
コ

ー
ー
ー

ー
ー
]
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー



分類番号調査番号

3215

■生産・生業

①)農耕

D-A 3206

3207

3271

3205D-A

D-B 3209

3212

3262

D-C 3208

3261

3268

3233

3272

⑥狩 猟

3235G-B

(J)染 織

3269J-B

J-C 3204

・製造(K)手工

K-・B 3267

(L)諸 職

L-B 3126

3172

3173

3174

3175

3176

317フ

3178

3179

3180

3181

3182

3183

3184

3185

3186

3187

3188

3189

3190

ι、

長

民俗資料名

ク

ソ

数量

持

チ

ウ

二L

ι、

ツ

0

採

ル

ワ

力

ベ

ウ

ク

集

の

ル

大淀町大岩479

ウ

香芝町尼寺17フ-2

大淀町大岩479

大和高田市士庫

広陵町古寺379-2

桜井市倉橋

大淀町大岩479

桜井市倉橋

香芝町尼寺17フ-2

大和郡山市代官町2-21

香芝町尼寺17フ-2

イ'

0

ι、

地

サ

0

ウ

0

オ

鉄

寄贈者氏名

糸

ノ、

ι,

ヤ

タ

辻

砲

リ

オ

堀川

辻

藤本

松山

橋本

辻

橋本

堀川

増田

堀川

フ

ニヨニ

稔

ウ

イJ

力

イ ゴ

(ハマゲタの歯)

大和郡山市代官町2-21

香芝町尼寺17フ-2

大淀町大岩479

鎌倉市七里ケ浜東4-35-15

奈良市西ノ京302

大和郡山市柳3-36

ン

0

ナ

恵偉

国 E主

正・ー

稔

正一

オく

ウ

ウ

゛壮立

作

ウ

0

0

(天

ノ、

0

てJ

ウ

増田愛子

ウ

型)

堀川

辻

ウ

0

0

0

阪口宏司

^

鉋(ソリがンナ)

鉋

ルスキ

0

リ

イJ

ι'

乾庄太郎

片岡勝人

ι.

^

^

七、

ウ

0

0

ウ

0

ι、

イ'

ι,

ι'

ι、

ι・

ウ

^

(17)

ι

ι、

力

栄
稔

子
栄

愛

栄
稔

ガ
石
マ

ビ

ン

ネ
ス

ミ

ズ之
、

ラ

ー
ー

台
キ
ウ

ン

、
ン

ンゲ
ス
七

台
台
マ

マ
ノ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ト
キ
ウ

車
リ

ー
ー

ー
ー

業
ワ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ノ
キ



分類番号

■交通・

M-B

M-C

調査番号

運輸・通信

3234

3210

3260

3270

3192

3193

3]94

3195
.

M-D

民俗資料名

(

コ

八車 のハマクロ

コ

Tマ

■交易

M-C

キ

ウ

数量

グ

中

N-C

■社会生活

0-A

0-F

0-G

3202

3203

3246

3247

ル

目

採

ウ

.J 、

棒

大和郡山市代官町2-21

大和高田市士庫

桜井市倉橋

香芝町尼寺17フ-2

大和郡山市今井町35

ウ

イ、

類

集

ι

3201

3249

3265

P-E

地

力

P-G

ウ

目

ソ

秤

3170

3]71

3218

3250

3191

3196

3197

3198

・娯楽

3239

3224

3127

3128

3129

3130

3131

3132

3133

3134

3135

3136

3137

3138

3139

棒

寄賠者氏名

口

イ、

秤

ノ、

0

農

ム

下市町下市258

0

天理市石上町

増田愛子

藤本恵偉

橋本正一

堀川栄
光慶存住職

岩H1 尚j首

P-1

■民俗芸能

R-C

R-G

R-H

平

ι゛

^

ン

ウ

てJ

"ノ、、 模

( r

ι、

イ"

侶

て、

ι、

下市町下市258

天理市石上町

川西町梅戸

ウ

の

ウ

0

力

七J

0

ιJ

"ノ,、

ウ

田原本町鍵

力

大和郡山市代官町2-21

天理市田町529

大和郡山市今井町35

川岸達夫

コ

ノーノκ.

西口

の

イJ

ウ

"A
口

口

んんー

ド

保

0

ι、

川岸

西口

河村

'△(

ι"

0

」エロ.

ι.

達夫

保

皓之

Z、

/1゛

0

0

0

農事組介代太
金水辰ま隹

大和郡山市代官町2-21

^

奈良市田中町51-2

0

0

ウ

増田愛子
法林寺 1主職

市川良哉
光境寺侘職

岩田尚道

ウ

ウ

フ)

8 )

9 )

10 )

11 )

12 )

13 )

ウ

信仰

イJ

0

ウ

ウ

0

ウ

ウ

ウ

ι、

/1J

増田愛子

ι、

0

高原邦夫

/1J

0

ウ

( 18 )

ウ

1
 
2

チ
道

オ
大

二
道

ン

車
袴
書

貫
玉

四
五

台

文

.

)
)

皿
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5
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1

み
戯
レ
グ
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遊

)
)

)
)

ー
ー
ー
ー
ー
ー
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仙
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具
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型
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籠
教
じ

盤
ブ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
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ー



分類番号

R-H

調査番号

3140

3141

3142

3143

3144

3145

3146

3147

3148

3149

3150

3151

3132

3153

3154

3155

3156

3157

3158

3]59

3]60

3161

3162

3163

3164

3165

3166

3167

3168

3]69

3240

3241

3242

3243

3244

3245

民俗資料名

鈴( 14 )

( 15 )ウ

( 16 )ウ

( 17 )ウ

( 18 )0

( 19 )ウ

( 20 )ウ

( 21 )0

( 22 )ウ

( 23 )ウ

( 24 )0

( 25 )イJ

( 26 )イJ

( 27 )イ.

( 28 )ι,

( 29 )^

( 30 )0

( 31 )0

( 32 )0

( 33 )ι・

( 34 )ウ

( 35 )0

( 36 )イJ

( 37 )ι.

( 38 )ウ

( 39 )ウ

( 40 )^

( 41 )^

( 42 )^

子の釣鐘

リキの太鼓

ベフ

士

コ

0

0

数量

ι1

採集地

奈良市田中町51-2

ウ

ウ

ι、

0

榛原町山路

ιJ

0

0

ι,

ウ

ι.

イ'

0

寄贈者氏名

高原邦夫

0

天理市福住町2484

ウ

増田愛子

イ、

0

ウ

天理市福住町2356

ι

(19)

ウ

ιJ

ι,

ウ

0

ι.

0

イ'

ウ

ウ

ι'

ι,

0

イ,

0

ι、

ι,

ι,

"七、

ウ

ウ

桑クこ

0

ウ

隆義

康郎

張

ウ

ウ

今西

北井

ι、

0

S-1

、

ι、

0

ウ

0

T-H

ウ

ウ

、

3263

^

ウ

鈴

0

0

3251

3252

3253

イ、

ι、

力

0

イ'

ウ

イ'

・一平

初盆のタナ(ソトダナ)

初盆の供え膳(容器共)

迎え送りタイマツ

大和郡山市代官町2-21

ン

0

ι'

0

ウ

ι、

ウ

琴

フ
ゴ

6
 
2

電
電
木

、
、
、ノ

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
]
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
-
2
1
-
ー
ー
ー
ー
ー

車
并
叩



例凡

奈良県立民俗博物館収蔵資料の分類番号は下記に示した当館分類表によった。

分M
,ι}; 分

A

頻

服

小分穎
e j]

(A)

i市
fB)

服

に)

ノナ

イD)

毅征

B

(A)

ぐ

類

化粧用貝

{B}

食

食

洗沼;用』1

イCj

川

物

分11i
、;ι 1}

の

イD

炊

心

戯

{E}

分

稠鯉

H

(「)

市

保存

他

用

類

C)

養

醸

斜

用

tl・D

1、分踊
ι 1}

疇

口

加 1、用!1

臼J

食

左1

ι子

イB)

ゞ=
f"

C

ロ)

付、

fc〕

,」、

【1

口U

収穫

住

(A)

3

用

fD)

俄

庠

fB)

用

長

分

j

【A)

食

ープ

に}

住

斤

飢理用!1

口

礼

県、

fB)

^

飼

の

(D〕

頻

什

'ゴ

訂11

tA}

子

恒)

用

尿

の

'.T

【 BI

枇

織

繊

分M
'ι};

1風

(F)

涯

D

他

IC}

款

K

(G)

fl

H

建築習俗用●

川

^

の

農

イD)

え

緋

建

つ)

殿

他

(1D

P

防

屈

糸

t E)

司a

染

(ヘ)

Π

仁

芥

物

そ

類

イF)

耕

L

他

イB)

爪

耕

織

堰

(A)

1、分甑
ι}1

師

に〕

廿
' t l

仰

n

色

f B)

^

用

E

練外処理用!1

の

イD)

作

Π

冊

収穫捌製用

^

に)

ヨ 111

Q

理

恒)

山

り

f l J

農

川

職

!,

の

fA)

用

料

";,

fA)

K俗知胤

丁

〔ヘ)

そ

M

他

イB)

交

紲

が

耕

(B)

Π

I B)

扣

山図血

^

教

関係用↓1

に}

Ⅱ

,ι

他

に)

fcj

医療衛生施

H

jノて

の

預

,て.、
口

イA)

儀

製

11

の

そ

イD)

の

(D)

山

F

が値没 m !1

職

fB}

焼

イE)

正)

帳

搬

札

C】

」垈

他

"

イF)

( rJ

儀

川

医ぬ

他

文"

の

他

{Dj

か

申

出

イヘ)

(G)

,"

迎擬施没

そ

ましない用!1

規邦

イE)

訂{

削

揚

交通旅行用

N

札

(B)

Π

(1●

保健!]

^

搬

,1

ま

R

(F)

K 俗二t 能

楽4f、

迭戲叉

用

月

他

に)

(A)

G

日

算

ノ

イA)

用

の

そ

(D)

(B)

ηla

川

凖紲 ln

H

"

(B)

1丑熊

揣

(E)

Π

C]

網

hE

易

衣

に)

Π

11 ↓、】

n司

(ヘ)

の

(D)

H

他

呆

の

(D)

'/J

用

1川

"抑

旧}

H

{動

用

劣

仮而

養

ir)

業

鑑札看板

に)

f l

イ「)

力而

処

^

リ

他

人

(F)

相

の

0

他

1爪

【D)

イG)

',下

儀

川

Π

雑

イG)

^

印

岬

正)

}L

UX

村会生'

(トD

針

之立
H兄

仮衾

頻

(A)

用

「」i

、1

礼

(A)

H

子形

イ 1 )

ノ.'

飼

^

他

交,血 ι呉弓!1

熊

壁難

i B)

用

Ⅱ

技

〔A)

^、

Π

に)

煩

用

川

ヅ)

ニ'ニ=
円

S

イ B}

■告札

逓戲」1

d)

1.'

形

(D)

同

用

防災

符煉

●:=

イC}

人の

妊

Π

右

(D

H

用

外め

の

イD〕

力苞

他

牛

f F)

H

娠

用

P

他

'イ」

永

イ E〕

^
1」

^1

11

児

(C)

!M 答打

印

」τ
】1'

t rl

力包

刑罰用↓1

儀礼川旦

Π

他

(A)

Lh

^

^

凡

(G)

1Π
/L

印,

ι氏

JL
"χ

旧)

Ⅱ口
ニエ'

即判打i

イH}

仰

儁刎渕

に1

成人祝い川!1

川

袖

"ぐ

地

U〕

礼

地 11

の

〔D)

帥*

川

休

1 」)

ι京

1 1

【「)

杣礼

川

口

(K)

^

巳明け

fF〕

」訂"]

午祝い川リ

'長イ内

他

イ L)

喪

Π

崎}

イ鵬

1 み、

_!t

イ A]

^

Π

胴

池符加

住仰 1リH系Ⅲ1 父川!1

像

T

川!1

I Bj

1寺

11・祭川 11

祈畷

起

に]

1 1

d)

fD】

物

3

m

(E)

f..
コ」.

1

Irl

t 下}

仙

イG)

門

b

(Hj

し

11

t l 】

8

目

、

り)

(20)

月

q

d)

fK〕

]0

目

仙

'上]

H

"

12

Ⅱ

門

門

Π

手上一製造

凡
ヌ

-
ー
,
.

門
刀

そ

]1
-
ノ

ー
ー

.

業

」

凡
え

.
也方

'
ー

楽ι

丘
、

裳

=

元

笠

Y
1

」

す

/
同

ワ
て

1
旦

、

ん
寸

'
亦

゛
ゼ

髪

舌

結

ロ
ノ

〒
ゼ

、

二
L

J
f

目司

口
一
ノ

告
一

凡
又

、

価方

2

イ
一

で

[
ノ

止
"

通
帖
信

1

」

ー
ー
一

1t

血

j十
1広

一
、

父

女雨
●

ノ
,
一

文

ト

.

1

「
ノ

'

J

]

口
一
,

Ⅱ

q

蚕

.

そ

H
コ

ロ
ノ

交

萎

共

具

出
鴨

会

り
て

Π
一
ノ

亘

血

臼
ノ

ι

亀イ

色

虫
由



図書寄贈者一覧

昭和61年1月から昭和62年2月までに、各

関係機関等から館だより、年報、報告書、紀

要、図録、単行本等の御寄贈を受けました。

ここに寄贈者(機関) 327名の御芳名(機関

名)を記し、感謝の意を表します。倚々称略、

アイゥエオ順)。

1.博物館・研究機関

相川郷土博物館、会津民俗館、アイヌ民族

博物館、アイヌ無形文化伝承保存会、青森県

立郷土館、秋田経済法科大学雪国民俗研究所

秋田県立愽物館、麻布美術館、熱田神宮宝物

館、跡見学園女子大学民俗文化研究調査会、

飯塚市歴史資料館、池田市立歴史民俗資料館、

石川県立白山ろく民俗資料館、石川県立歴史

博物館、伊勢文化会議所、伊勢民俗学会、荻

城県立歴史館、磐城民俗研究会、岩手県立農

業博物館、岩手県立博物館、上田民俗研究会、

宇治市歴史資料館、海の博物館、浦和市立郷

士博物館、江戸川区郷士資料室、大分県立宇

佐風士記の丘歴史民俗資料館、大阪経大学会、

大阪城天守閣、大阪市立自然史博物館、大阪

市立博物館、大阪人権歴史資料館、大阪文化

財センター、大阪・郵政考古学会、大田区立

郷士博物館、大谷女子大学資料館、大船渡市

立博物館、大宮市遺跡調査会、岡山県立博物

館、岡山民俗学会、沖縄県立博物館、沖縄民

俗研究会、小山市立博物館、尾弦市立中央公

民館郷土室、家具の博物館、加古川流域滝野

歴史民俗資料館、鹿児島県歴史資料七ンター

黎明館、鹿児島市立美術館、鹿児島民俗学会、

神奈川県立神奈川近代文学館、神奈川県立博

物館、神奈川大学日本常民文化研究所、可児

郷士歴史館、加能民俗の会、川崎市立日本民

家園、関西オ七アニア協会、北上市立博物館、

北九州市立歴史博物館、岐阜県博物館、岐阜

市歴史博勃頂官、九州産業大学学術学会、京都

国立近代美術館、京都国立博物館、京都市歴

史資料館、京都服飾文化研究財団、京都府立

総合資1{斗鮪、京都府立丹後郷士資料館、京都

府立山城郷士資料鮪、京都民俗学談話会、近

佃召和61年1月から昭和62年2月まで)

畿民具学会、近畿民俗学会、釧路市立郷士博

物館、熊本県立美祢祓官、群'馬県立歴史博物館、

群馬歴史民俗研究会、憲政記念館、皇学館大

学史料編纂所、工芸学会、交通博物館、行動

と文化研究会、神戸女子大学史学会、神戸市

立博物館、国学院大学考古学資料館、国学院

大学民俗学研究会、国際交流基金、国立劇場、

国立史料館、国立民族学博物館、国立歴史民

俗博物館、古典と民俗学の会、小松市立博物

館、埼玉県立愽物館、埼玉県立民俗文化七ン

ター、埼玉県立歴史資料館、埼玉民俗の会、

堺市博物館、堺民俗会、佐賀県立九州陶磁文

化館、佐賀県立博物館、相模民俗学会、桜井

史談会、滋賀県立近江風士記の丘資料館、滋

賀県立琵琶湖文化館、滋賀民俗学会、静岡市

立登呂博物館、品川区立品川歴史館、しまう

た文化研究会、島根大学山陰地域研究総合セ

ンター、斜里町立知床博物館、助成財団資料

七ンター、真珠博物館、人類文化研究会、須

恵町立歴史民俗資料館、須賀川市立博物館、

西郊民俗談話会、成城大学民俗学研究会、成

城大学民俗学研究所、世田谷区立郷士資料館、

世田谷区立世田谷美術館、瀬戸内海歴史民俗

資料館、仙台市博物館、仙台市歴史民俗資料

館、高島町民具クラブ、たぱこと塩の博物館、

置賜民俗学会、知多市民俗資料館、致道博物

館、干葉県立安房博物館、千葉県立大利根博

物館、千葉県立上総博物館、地名を守る会運

営委員会事務局、調布市郷士博物館、津山市

立津山郷士館、天理大学学術研究会、東京大

学史料編纂所、東京農工大学1学部付属纖維

博物館、東北学院大学東北文化研究所、東北

大学文学部附属日本文化研究施設、東北歴史

資料館、徳島県博物館、栃木県立博物館、鳥

取県立博物館、苫小牧市博物館、富山民俗の
ZX

豊田市郷士資料館、豊橋市美術博物館、

内藤記念くす川専物館、中野区立中野文化七

ンター郷士資判・室、長野市立博物館、長浜市

立長浜城歴史博物鯨、流山市立博物館、名護

博物館、名古屋市博物館、名古屋市立名古屋

4
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科学館、奈良県建築士会、奈良県農業試.験場、

奈良県立橿原考古学研究所、奈良県立橿原考

古学研究所付属博物館、奈良県立美術館、奈

良国立博物館、奈良国立文化財研究所、奈良

国立文化財研究所飛鳥資料館、奈良大学史学
ノι＼

奈良農林統計協会、成田山霊光館、南都ユエ、

仏教研究会、新潟県民俗学会、西宮市立郷士

資料館、日展、日本絵馬協会、日本海事史学
ノ△、

日本工芸館、日本地名研究所、日本はきユ弌、

もの博物館、日本民家集落博物館、沼津市明

治史料館、沼津市立歴史民俗資料館、寧楽美

術館、根室市博物館開設準備室、梅光女学院

大学地域文化研究所、八王子市郷土資料館、

八戸市博物館、花園大学史学会、浜松市博物

館、半田市立博物館、東大阪市文化財協会、

東大阪市立郷士博物館、美術文化史研究会、

氷見市立博物館、日向民俗学会、兵庫県立近

代美術館、兵庫県立歴史博物館、枚方市文化

財研究調査会、平塚市博物館、広島県草戸千

軒町遺跡調査研究所、広島県立歴史民俗資料

館、広島市郷士資料館、広島民俗学会、深川

江戸資料館、福井県立博物館、福岡市立歴史

資料館、福島県民俗学会、福島県立博物館、

藤沢市文書館、富士市立博物館、府中市立郷

士館、仏教大学学会、仏教大学歴史研究所、

福生市郷士資料・室、ブリヂストン美柿徐官、文

化庁、別府大学付属博物館、ボーラ文化研究

所、北海道開拓記念館、町田市立博物館、ま

つり同好会、御影史学研究会、三島市郷士館

三日市過跡調査会、水口町立歴史民俗資料館

港区港郷士資料館、美濃民俗文化の会、宮崎

県総合博物館、宮島町立宮島歴史民俗資料館

民俗と歴史の会、向日市文化資料館、武蔵野

音楽大学楽器博物館、明治大学商品陳列館、

目黒区守屋教育会館郷土資料室、山形県立博

物館、山形大学付属博物館、山口県立山口博

物館、大和郡山市立少年自然の家、大和文華

館、横浜市三殿台考古館、横浜市八聖殿郷士

資料館、りトルワールド、龍翔館、両津市郷

士博物館、歴史考古学研究会、霊山顕彰会、

和歌山県立紀伊風士記の丘、和歌山県立近代

美術館、和歌山市立博物館

2.孝女育委員会

斑鳩町教育委員会、生駒市教育委員会、

宮市教育委員会、大田区教育委員会、大野城

一「^

市教育委員会、大宮市教育委員会、香芝町教

育委員会、春日井市教育委員会、川上村教育

委員会Υ河内長野市教育委員会、神戸市教育

委員会、相模原市教育委員会、桜井市教育委

員会、滋賀県教育委員会、静岡県教育委員会、

吹田市教育委員会、世田谷区教育委員会、 高

山市教育委員会、田原本町教育委員会、天理

市教育委員会、富田林市教育委員会、奈良県

教育委員会、奈良市教育委員会、榛原町教育

委員会、羽曳野市教育委員会、東吉野村教育

委員会、兵庫県多紀郡西紀・丹南町教育委員
,ξ.＼

松原市教育委員会、三国町教育委員会、ユ弌、

和歌山県教育委員会

3.大学・図書館

大阪様蔭女子大学・衣料情報室、大阪成践

女子短期大学一般教育研究室、お茶の水女子

大学学芸員課程、関西大学考古学等資料室、

国学院大学博物館学研究室、筑波大学歴史人

類学研究科、帝塚山学院大学、東京農業大学

農業資料室、同志社大学博物館学芸員課程、

図書館情報大学付属図書館、奈良教育大学地

理学教室、奈良県図書館協会、奈良1業高等

専門学校、奈良佐保女学院短期大学、奈良女

子大学文学部地理学教室、奈良大学、広島女

子大学、明治大学学芸員養成課程、立教大学

学校・社会教育講座、龍谷大学文学部博物館

実習室、早・稲田大学図書館

4.個人

池田源太、石田貞雄、浦西勉、熊本清一、

倉田正邦、小谷方明、宗田一、戸川安章、中

村明蔵、日弄貞夫、柧村光司、渡辺誠

5.その他

朝日新聞社、エッソ石油株式会社広報部、

大阪ガス株式会社、大塔村役場、株式会社1

NAX、株式会社宮本卯之助商店、川崎市、

関西電力奈良支店、京都市文化観光局、品川

燃料株式会社、東洋総企、奈良県商工観光鮪、

奈良県農業協同組合、南都銀行、日本ゼオン

株式会社、広島県佐伯郡吉和村、ポーラ伝統

文化振興財団、法隆寺、毎Πインターナショ

ナル、名著出版、野洲町、吉野町

^
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一松枯れのこと=

公園のほぽ中央にマツを主体とした自然林

が保存されています。これは移築民家の背景

となるように景観と環境保全のために残され

ているわけです。このマツ林はアカマツを上

木として、林内にはソヨゴ・ヒサカキなどの

ほか、モチツツジ・ヤマツツジなどがみられ

て春先には彩りをそえています。ところか

このマツ近頃、本数がだんだん少なくなって

きています。昭和40年代から全国的に蔓延し

だしたマツクイムシの被害によるもので、こ

の公園にも及んでぃます。現在でもなお被害

木は大小とりまぜて年間百本を上回り、この

ままでは公園の景観がずいぷん変わるように

民俗公園短信

思、われます。

昭和40年代といえぱ、日本経済の高度成長

期にあたり、奇しくも松枯れと期を同じくし

ています。 1業の発展に伴い、環境に変化が

加えられ、これがマツの生育環境を変えてし

まったのかもしれません。マツクイムシはマ

yノザイセンチュウと呼ばれるセンチュウが

原因で、これをマツノハマダラカミキリが運

び被害を発生させるといわれています。なぜ

これほど猛威を振るっているのかわかりませ

んが、公園のマツ林からこのように想像する

ことも出来ます。マツ林は二次林と呼ばれる

林で、その昔薪炭林として人々の燃料生産の

場でもあった。しかし、昭和30年代中ぱに入

るとプロパンガスの普及などにより、薪の必、

要がなくなり、林内に立ち入ることが少なく

なった。

松林が放置されると、林床には常緑広葉樹

の下生えが多くなってくる。昔のような落葉落

枝の採取がなくなり、林床は荒れた状態とな

る。このことがマツの生育に適さなくなって、

だんだんと常緑広葉樹林に遷移しているので

はないだろうか。松茸があがらなくなったの

も、松枯れが目立つようになったのも同じこ

となのかもしれません。

自然の景観といえども人々のくらしと密接

にかかわり、変化の流れの中で動きつつある

ものなのでしょう。
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▲林床のヤブコウジ

★★★★★おしらせ★★★★★

.民俗博物館の行事予定

余良県100年'祉念明治・大正・昭和生活資料展

崎＼

.

、

ず

1

奈良の近代100圷.を戈えた庶民の生i円'資判

其川鋼昭チΠ62圷L 5 刃 21日~昭十Π63午 6 村30H
'則川1,トニよ公[ⅢIJ、1 <、 g、しい nl'し「,企lf111 し、C いま」、,

江ji時代の民家7軒目完成

ー'般公1捌昭和62年6月2日から

博物館・ビデオ学習室

粲良県1人」の祭やK俗芸能・上らへ乢!・むかし,}舌

しの小のしン兵技"、jむ上杓250所刷[

3月

印刷

'

20 副発行

快小四文山"

^メ、 7 と

町博1勿鮪は,,ビ念灰娯ポ仟えのため、川仟n62汁

111111・、51-12〔川まで剛鯨しま1、

きし、、公園およひ武家は'F井,通り公1批 L まナ

《表紙説明》

鍵の蛇巻きは、ムラの男児か'その主体とな

つて行なわれる子供組の行事の・ーつである。

約350把、 180如にも及ぶという藁を束ねて作

られた巨大な蛇の頭を持つのは、行事を統率

する最年長、数え年17歳から14歳の子供達。

「大人の仲間入り」を目前にしたーつの試練

である。

奈良

柚,1 リ、

県立民俗博物鮪だより V01.刈 NQ3~4(合併月)] 9 8 7 半
1】'.:」'ιLI,!・、',民俗"1加'宗h39-1に:「ul,1人刊引川」1"父 IH町二156U71353 、317]心}1企

(愼村光司)

巨編集後記■

昭和62午は奈良県になって 100年目を迎

えます。当館においても「奈良県]00年記念、

明袖、・大正・昭和生活資判・展ームラとイエ

のくらしー」を準備中です。庶民の生.活に使

hれたK具を通して、この100年をかえりみ

る機会になればと恕、います。 1辿)

'

し、
一<工イ


